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今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
公

共
施
設
等
が
全
て
休
館
、
学
校
も
休
校
、
全
て
の

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
、
移
動
制
限
な
ど
で
大
変
で
し

た
。
１
月
中
旬
、
私
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
た

時
点
で
は
、
ま
だ
話
題
に
す
ら
な
っ
て
い
な
か
っ

た
の
に
、
そ
の
２
週
間
後
、
ク
ル
ー
ズ
船
か
ら
始

ま
り
、
国
内
に
瞬
く
間
に
広
が
り
、
２
月
末
と
う

と
う
新
潟
に
も
感
染
者
が
出
ま
し
た
。
そ
し
て
３

月
に
入
っ
て
か
ら
は
毎
日
の
よ
う
に
感
染
者
が
増

え
、
身
近
に
迫
っ
て
く
る
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に

戦
々
恐
々
と
し
た
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
支

部
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
静
謐
を
願
っ
て
い
ま

す
。さ

て
、
越
後
支
部
活
性
化
に
向
け
て
い
よ
い
よ

本
格
始
動
で
す
。
中
央
と
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
桐

生
支
部
長
直
轄
で
昨
年
か
ら
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
会

を
設
け
、
若
手
会
員
の
勧
誘
・
加
入
・
育
成
の
た

め
本
部
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
か
ら
の
協
力
・

指
導
・
支
援
を
開
始
し
、
１
月
25
日
～
26
日
に
第

１
回
交
流
会
を
玉
木
副
委
員
長
出
席
の
も
と
、
妙

高
杉
ノ
原
（
宿
泊
は
「
笹
谷
山
荘
」）
で
開
催
し

ま
し
た
。（
会
報
「
山
」
２
月
号
掲
載
）

そ
し
て
第
２
回
目
を
３
月
７
日
～
８
日
に
土

樽
で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
例
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
県
山
協

所
属
の
他
の
山
岳
会
の
若
手
会
員
が
多
数
参
加
予

定
で
、
越
後
支
部
へ
の
勧
誘
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た

の
に
残
念
で
す
。

越
後
支
部
は
長
年
「
何
も
し
な
い
支
部
」
を
標

榜
し
て
き
た
の
に
、
そ
れ
で
も
順
調
に
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
る
程
度
の
入
会
条
件
の
不

文
律
が
あ
り
、
伝
統
と
名
誉
あ
る
日
本
山
岳
会
に

入
会
で
き
た
喜
び
と
ス
テ
ー
タ
ス
で
、
何
も
し
な

く
て
も
そ
れ
な
り
に
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
近
年
薄
れ
、
ま
し
て
や
活
動

し
て
い
な
い
山
岳
会
で
は
入
会
希
望
が
減
る
の
は

否
め
ま
せ
ん
。

私
が
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
た
20
年
前
、
同
期

の
会
を
立
ち
上
げ
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
平
均
年

齢
も
52
歳
と
比
較
的
若
く
、
各
地
の
山
を
持
ち
回

り
で
計
画
し
た
り
、
エ
ク
ス
ペ
デ
ッ
シ
ョ
ン
経
験

者
も
何
人
か
い
て
、
冬
は
八
ヶ
岳
が
定
番
、
海
外

遠
征
も
何
回
か
実
施
し
ま
し
た
。
中
央
分
水
嶺
踏

査
で
は
担
当
区
間
を
山
ス
キ
ー
や
藪
漕
ぎ
で
一
丸

と
な
っ
て
達
成
し
た
の
が
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
活
動
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
を
増
や
す
た
め
に
は
、
ま
ず
会
が
活
発
に

活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
だ
か
ら
支
部
の
会

山
行
を
増
や
す
必
要
性
を
度
々
進
言
し
て
い
る
の

で
す
が
、
一
気
呵
成
と
は
い
き
ま
せ
ん
。
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
な
活
動
が
で
き
る
会
を
目
指
す
に
は
若

い
人
の
入
会
が
必
須
で
あ
り
、
技
術
継
承
の
た
め

に
は
実
践
の
場
が
不
可
欠
で
す
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
会
で
は
、
今
後
、
玉
木
副

委
員
長
を
チ
ー
フ
に
59
歳
以
下
を
対
象
に
で
き
る

だ
け
集
会
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
本
部
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
や
他
の
山
岳
会
と
交
流
を
深
め
、
若
い
仲
間
の

入
会
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
山
岳
会
未
加
入
の
フ

リ
ー
の
人
の
加
入
も
促
進
し
ま
す
。

一
方
、
私
の
ほ
う
は
昨
年
か
ら
始
め
た
「
平
日

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
や
週
末
の
公
募
登
山
で
越
後
支

部
を
周
知
し
、
少
し
で
も
会
が
活
性
化
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。
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後
支
部
活
性
化
に
向
け
て
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始
動
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藤
レ
イ
子

私の一枚
ガスの晴れ間に雷鳥
　蓮華温泉から白馬岳を目指した。
この日の天候は、ガスが湧いたり晴
れたりの繰り返し。白馬大池を後
に雷鳥坂の登りにかかると、近く
で「グーグー」という声が聞こえた。
雷鳥だと思ったがガスで何も見えな
い。立ち止まって待つと、ガスの晴
れ間に３～４羽の姿が見えた。
　ガスの日は、彼らにとっては絶好
の行楽日和である。
� 撮影者　鈴木勝利
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峠
シ
リ
ー
ズ

旧
三
国
街
道 

―
栃
原
峠
―

�

吉
田 

理
一

文
化
庁
は
令
和
元
年
10
月
29
日
「
歴
史
の
道

百
選
」
追
加
選
定
を
発
表
し
ま
し
た
。
既
に
選
定

さ
れ
て
い
る
「
佐
渡
路
～
三
国
街
道
」
に
「
栃
原

峠
」
が
追
加
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
佐
渡
路
～
三
国
街
道
」
は
越
後
と
江
戸
を
結

ぶ
主
要
な
街
道
と
し
て
江
戸
時
代
初
め
に
作
ら
れ

ま
し
た
。

栃
原
峠
の
位
置
は
、
Ｊ
Ｒ
上
越
線
越
後
堀
之
内

駅
と
八
色
駅
を
最
短
距
離

で
結
ぶ
標
高
約
３
０
０
ｍ

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
峠
道
が
開
削
さ

れ
た
最
大
の
理
由
は
、
江

戸
時
代
の
参
勤
交
代
で
信

濃
川
の
最
大
支
流
で
あ
る

魚
野
川
の
渡
渉
が
大
変
で

あ
っ
た
事
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。江

戸
時
代
初
め
頃
の
正

保
国
絵
図
に
よ
る
と
、
三

国
街
道
は
、
上
州
境
の
三

国
峠
か
ら
長
岡
ま
で
の
間

に
、
浅
貝
・
二 

居
・
三
俣
・

湯
沢
・
関
・
塩
沢
・
六
日
町
・

五
日
町
・
浦
佐
・ 

堀
之
内
・

川
口
・
妙
見
・
十
日
町
の

十
三
宿
が
あ
り
、
長
岡
・ 

与
板
・
地
蔵
堂
・
中
島
・

渡
部
と
継
い
で
、
十
八
宿

で
寺
泊
に
達
し
た
模
様
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。 

堀
之

内
は
、
越
後
側
の
10
番
目
の
宿
場
に
当
た
り
、
正

保
国
絵
図
か
ら
は
、
堀
之
内
‐
浦
佐
間
は
、
も
と

は
浦
佐
村
～
十
日
町
村
（
小
出
町
）
～
小
出
島
村

を
通
る
魚
野
川
の
東
側 

（
右
岸
）
を
往
来
し
て
い

ま
し
た
が
、
栃
原
峠
の
新
道
開
削
に
よ
り
、
上
り

は
浦
佐
へ
、
下
り
は
川
口
へ
継
ぎ
立
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
正
保
期
以

前
よ
り
、
栃
原
峠
が
三
国
街
道
の
本
道
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
開
削
に
よ

り
浦
佐
～
堀
之
内
間
は
、
小
出
島
回
り
に
比
べ
て
、

距
離
に
し
て
半
里
ほ
ど
短
縮
さ
れ
ま
し
た
が
、
何

よ
り
も
大
き
な
利
点
は
、
浦
佐
と
四
日
町
の
２
箇

所
の
渡
し
を
通
る
必
要
が
な
く
な
り
、
越
後
側
の

三
国
街
道
は
、
和
南
津
（
川
口
町
、
現
長
岡
市
）

の
渡
し
１
箇
所
を
渡
る
だ
け
で
、
長
岡
ま
で
通
行

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

�

（
資
料
：
堀
之
内
町
史
） 

※
現
在
の
栃
原
峠
の
状
況

Ｊ
Ｒ
上
越
線
越
後
堀
之
内
駅
～
八
色
駅
間
を

旧
三
国
街
道
を
辿
っ
て
栃
原
峠
を
経
由
し
て
歩
く

と
約
４
時
間
程
度
で
す
。

約
20
年
位
前
か
ら
旧
三
国
街
道
沿
い
に
二
車

線
の
自
動
車
道
路
の
工
事
が
始
ま
り
現
在
は
車
で

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
有
数
の

豪
雪
地
帯
の
た
め
冬
期
間
は
通
行
止
め
で
す
。

自
動
車
道
路
は
旧
三
国
街
道
と
重
な
る
部
分

も
あ
り
又
、
数
か
所
に
砂
防
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た

際
の
工
事
用
道
路
や
そ
れ
に
伴
う
付
け
替
え
道
路

等
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
て
、
本
来
の
旧
三
国

街
道
を
忠
実
に
歩
行
す
る
事
は
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。

※�

栃
原
峠
付
近
に
は
稲
荷
神
社
や
馬
頭
観
音

な
ど
が
祀
ら

れ
て
い
て
、

往
時
を
偲
ば

せ
る
幾
つ
か

の
史
跡
も
現

存
し
て
い
ま

す
。

コ
ロ
ナ
と
牧
峠　

�

七
澤 

恭
四
郎

峠
と
は
時
代
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
交
易
道
・
軍
用

道
・
江
戸
へ
の
出
稼
ぎ
・
旅
芸
人
・
伊
勢
講
・
善

光
寺
参
り
等
、
人
々
の
行
き
交
う
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
大
き
い
街
道
の
峠
で
は
参
勤
交
代
も
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
と
同
時
に
流は

や行
り
病
も
通
過
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
峠
の
麓
に
は
関
所
・
口
止
め
番

所
が
あ
っ
た
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
連
し
て
、
幕
末

の
病
魔
・
流
行
り
病
に
つ
い
て
少
々
書
く
。

鎖
国
か
ら
開
国
へ
と
変
遷
す
る
時
代
、
長
崎
か

ら
麻は
し
か疹

・
コ
レ
ラ
（
コ
ロ
リ
）・
天
然
痘
（
疱
瘡
）・

傷し
ょ
う

寒か
ん

・
熱
病
・
眼
病
等
が
大
阪
を
へ
て
東
海
道

を
三
島
よ
り
登
っ
て
箱
根
の
峠
、
関
所
で
は
検
問

し
阻
止
す
る
だ
け
の
近
代
医
療
の
知
識
も
な
く
、

通
過
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
代
に
於
い
て
、
外

見
上
の
判
断
し
か
出
来
な
い
こ
と
は
誠
に
残
念
で

あ
る
。
江
戸
市
中
で
蔓
延
し
た
も
の
は
、
地
方
へ

と
伝
播
し
た
。
幕
藩
体
制
下
で
の
市
井
の
人
た
ち

が
結
集
し
て
感
染
症
と
闘
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み

て
、
岳
人
も
出
来
る
こ
と
か
ら
対
応
し
、
コ
ロ
ナ

と
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
思
う
。

単
に
峠
と
言
う
と
登
山
の
入
り
口
の
よ
う
に

聞
こ
え
る
が
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
全
て
の
入

口
で
あ
り
出
口
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
本
題
の
牧
峠

に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

牧
峠
は
関
田
山
塊
の
中
央
よ
り
や
や
東
に
あ

り
、
上
越
市
牧
区
と
長
野
県
飯
山
市
と
隣
接
し
て

い
る
。

こ
の
峠
は
古
来
関
田
街
道
の
脇
道
と
し
て
、
越

後
・
信
濃
の
交
易
道
で
、
江
戸
時
代
高
田
藩
の
商

品
流
通
で
の
小
町
問
屋
を
通
さ
な
い
抜
け
荷
も
公

然
と
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
江
戸
末
期
か
ら
明
治

に
か
け
て
は
、
峠
を
は
さ
ん
で
双
方
の
、
集
落
で

の
祭
り
に
は
、
旅
芸
人
、
草
相
撲
の
行
き
交
っ
た

道
で
も
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
は
春
の
残
雪
と
新
緑
、

初
夏
の
高
山
植
物
の
花
、
秋
の
紅
葉
は
寂
し
さ
や

憂
い
の
よ
う
な
感
情
を
呼
び
起
す
等
、
去
る
も
の

の
美
学
を
心
に
残
す
登
山
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
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◆
コ
ー
ス
ガ
イ
ド

関
田
峠
へ
は
、
県
道
上
越
飯
山
線
経
由
で
光
ヶ

原
高
原
を
過
ぎ
上
る
と
、
登
山
口
の
駐
車
場
に
到

着
す
る
。
登
山
口
は
二
つ
あ
る
の
で
、
注
意
し
な

が
ら
東
に
あ
る
「
関
田
ト
レ
イ
ル
（
信
越
ト
レ
イ

ル
）
関
田
峠
」
の
標
柱
の
あ
る
ほ
う
を
登
る
。
も

う
一
つ
の
ほ
う
は
西
側
の
黒
倉
・
鍋
倉
の
登
山
口

で
あ
り
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
す
る
。

東
に
延
び
る
関
田
山
塊
の
尾
根
上
の
山
道
は
、

雪
の
重
み
に
よ
る
湾
曲
し
た
ブ
ナ
と
ウ
リ
ハ
ダ
カ

エ
デ
・
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
・
ヤ
マ
ウ
ル
シ
・
マ
ン
サ

ク
・
タ
ム
シ
バ
・
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
等
が
混
在
し
て

い
る
。
起
伏
の
な
い
道
を
行
く
と
、
少
し
下
っ
て

湿
地
帯
に
入
り
ナ
ベ
ク
ラ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
と
言
う
希

少
種
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
緩
や
か
な
登
り
に

さ
し
か
か
る
と
、
ブ
ナ
の
40
～
50
年
位
経
た
木
の

下
に
、
ブ
ナ
の
実
生
と
ク
ロ
モ
ジ
の
幼
葉
が
実
に

可
愛
い
。
途
中
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
、
新
潟
・
長
野

両
県
へ
の
眺
望
が
望
め
る
が
、
特
に
残
雪
の
多
い

と
き
は
遠
望
が
利
き
素
晴
ら
し
い
。
１
時
間
程
し

て
梨
平
峠
に
着
く
。
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
南
側
の

長
野
県
飯
山
市
羽
広
山
集
落
の
方
に
少
し
下
っ
て
、

整
然
と
並
ん
だ
ブ
ナ
の
美
し
い
林
を
見
る
の
も
よ

い
。
峠
に
戻
っ
て
ま
た
尾
根
上
の
道
を
行
く
、
30

分
程
行
く
と
道
を
挟
ん
で
新
潟
県
側
に
太
い
ブ
ナ

林
が
広
が
っ
て
い
る
。
秋
に
な
る
と
ブ
ナ
の
倒
木

に
は
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ
・
サ
ン
ゴ
ハ
リ
タ
ケ
・
ナ
メ

コ
・
等
、
ナ
ラ
の
倒
木
に
は
ナ
ラ
タ
ケ
等
が
出
る
。

尾
根
道
を
北
東
に
下
っ
た
窪
地
に
神
秘
的
な
牧
ノ

小
池
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　

こ
こ
は
貴
重
な
日
本
の
固
有
種
で
あ
る
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
と
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地

で
あ
る
。
こ
の
カ
エ
ル
は
木
の
上
に
暮
ら
し
、
昼

間
は
葉
や
枝
の
間
に
ひ
そ
み
、
夕
方
に
な
る
と
葉

の
表
面
に
出
て
、
飛
ん
で
く
る
虫
を
捕
っ
て
食
べ

る
。
産
卵
時
期
（
６
月
上
旬
か
ら
中
旬
）
に
行
く

と
非
常
に
面
白
い
。
池
の
上
に
張
り
出
し
た
枝
の

先
に
白
い
泡
の
よ
う
な
卵
を
産
む
の
だ
が
、
こ
れ

を
抱
接
と
い
っ
て
、
一
匹
の
大
き
い
雌
に
数
匹
の

小
さ
い
雄
が
抱
き
つ
き
、
雌
が
出
す
粘
液
を
か
き

混
ぜ
て
泡
状
の
巣
を
つ
く
り
、
雌
は
そ
の
中
に
産

卵
す
る
。
卵
の
数
は
３
０
０
～
４
０
０
個
と
い
う

か
ら
、
池
の
周
り
の
巣
の
数
か
ら
し
て
、
何
万
個

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
夏
の
終
わ
り
に
変
態
す
る
頃

は
そ
の
辺
に
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
少
し
登
る
こ
ろ
か
ら
新
潟
県
側
に
か
な
り
の

年
月
を
経
た
ブ
ナ
林
が
あ
り
見
応
え
が
あ
る
。
下

る
と
牧
峠
で
あ
る
。
峠
か
ら
は
北
側
を
望
む
と
頚

城
平
野
、
そ
の
向
こ
う
に
日
本
海
、
天
気
が
よ
け

れ
ば
佐
渡
島
が
眺
望
で
き
る
。
ま
た
こ
の
峠
は
越

冬
の
為
に
南
下
す
る
絶
滅
危き

ぐ惧
種
の
イ
ヌ
ワ
シ
、

ハ
チ
ク
マ
等
の
猛も
う
き
ん
る
い

禽
類
の
渡
り
の
コ
ー
ス
と
な
っ

て
お
り
、
毎
年
９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
く
ら
い

ま
で
、
全
国
か
ら
野
鳥
フ
ァ
ン
が
、
北
側
日
本
海

が
見
え
る
道
路
に
訪
れ
て
い
る
。

帰
り
は
来
た
道
を
関
田
峠
ま
で
戻
っ
て
、
時
間

が
あ
っ
た
ら
長
野
県
側
に
少
し
下
っ
て
、
関
田
峠

森
林
浴
遊
歩
道
の
茶
屋
池
を
一
周
す
る
と
よ
い
。

※
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト

　

湯
の
里
「
深
山
荘
」　

牧
区
宇
津
俣

（
電
話
：
０
２
５
─５
３
３
─６
７
８
５
）

新
井
柿
崎
線
経
由
で
野
尻
よ
り
牧
区
に
入
り

宇
津
俣
ま
で
行
き
深
山
荘
に
着
く
。

こ
の
温
泉
は
宝
暦
７
年
に
源
泉
が
発
見
さ
れ
、

神
経
痛
・
皮
膚
病
な
ど
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
こ
こ
は
牧
区
の
奥
に
あ
る
一
軒
宿
で

あ
る
。

未
知
の
山
シ
リ
ー
ズ

針は
ん
な
り
や
ま

生
山
と
柴し

ば
く
ら
や
ま

倉
山

�

知
野 

勇
人

　

２
０
１
９
年
の
４
月
下
旬
、
人
気
の
な
い

静
か
な
山
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
、
村
上
市

と
山
形
県
小
国
町
と
の
県
境
に
あ
る
針
生
山

（
８
６
３
ｍ
）
と
柴
倉
山
（
７
１
０
ｍ
）
に
行
っ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

朝
の
６
時
に
徳
綱
に
着
い
た
。
針
生
平
に
向

か
う
林
道
は
ま
だ
チ
ェ
ー
ン
で
塞
が
れ
て
車
は

通
行
止
め
に
な
っ
て
い
た
。
十
数
台
は
駐
車
で

き
る
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
は
松
本
ナ
ン
バ
ー
の
ワ

ゴ
ン
車
が
１
台
き
り
止
ま
っ
て
い
た
。
芽
生
え

た
ば
か
り
の
新
緑
と
荒
川
の
清
流
を
眺
め
な
が

ら
林
道
を
歩
き
、
針
生
平
の
手
前
で
雪
の
残
る

杉
の
植
林
地
を
抜
け
て
何
と
か
飛
び
越
せ
そ
う

な
場
所
で
針
生
沢
を
渉
り
、
沢
の
右
岸
の
尾
根

に
取
り
付
い
た
。
尾
根
に
は
は
っ
き
り
と
し
た

踏
み
跡
が
あ
っ
て
道
と
い
っ
て
い
い
程
で
あ
る
。

巣戸々山・大日倉山
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山
径
の
両
側
は
イ
ワ
ウ
チ
ワ
が
満
開
で
あ
っ
た
。

尾
根
の
途
中
に
は
短
い
が
馬
の
背
状
の
箇
所
が

あ
り
緊
張
す
る
。
県
境
尾
根
へ
の
終
盤
は
急
登

で
潅
木
の
枝
を
頼
り
に
よ
じ
登
り
、
７
０
４
ｍ

標
高
点
に
着
い
た
。
こ
の
日
は
快
晴
で
巣
戸
々

山
、
大
日
倉
山
と
奥
三
面
の
山
々
を
間
近
に
一

望
で
き
た
。
祝
瓶
山
か
ら
朝
日
岳
ま
で
春
の
日

差
し
で
輝
い
て
見
え
る
。
素
晴
ら
し
い
展
望
を

堪
能
し
た
後
、
県
境
尾
根
を
西
下
し
て
柴
倉
山

に
向
か
う
。
こ
の
尾
根
に
も
し
っ
か
り
と
踏
み

跡
が
あ
っ
た
。
尾
根
が
痩
せ
て
断
崖
箇
所
も
あ

る
が
概
ね
刈
払
い
も
さ
れ
て
あ
っ
て
歩
き
や
す

い
。
遠
く
に
飯
豊
連
峰
を
見
な
が
ら
進
む
。
景

色
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
る
う
ち
に
８
７
１
ｍ

標
高
点
ま
で
来
て
し
ま
い
引
き
返
す
。
柴
倉
山

の
三
角
点
は
踏
み
跡
か
ら
少
し
外
れ
た
笹
薮
で

見
つ
け
た
。
三
角
点
が
無
か
っ
た
ら
こ
こ
が
山

頂
と
気
が
付
か
な
か
っ
た
。
山
頂
か
ら
下
を
見

る
と
針
生
平
の
２
棟
並
ん
だ
小
屋
が
見
え
る
。

県
境
尾
根
を
戻
っ
て
針
生
山
に
向
か
い
、
目
の

前
に
広
が
る
朝
日
岳
や
奥
三
面
の
展
望
を
見
な

が
ら
歩
い
て
い
る
と
突
然
オ
レ
ン
ジ
色
の
集
団

に
出
く
わ
し
て
驚
く
。
熊
狩
り
の
人
た
ち
で

あ
っ
た
。
６
人
が
彦
七
沢
方
面
を
双
眼
鏡
で
覗

い
て
い
る
。
初
め
て
の
事
で
戸
惑
っ
て
い
る
と
、

１
人
に
行
き
先
を
聞
か
れ
た
の
で
答
え
た
ら
、

他
の
組
も
居
る
の
で
静
か
に
行
け
ば
大
丈
夫
だ
。

伝
え
て
お
く
と
言
わ
れ
る
。
彼
ら
と
別
れ
先
に

進
む
と
尾
根
に
残
っ
た
雪
の
上
に
熊
の
足
跡
が

あ
っ
た
。
こ
こ
で
先
程
熊
狩
り
の
人
に
言
わ
れ

た
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
静
か
に

し
て
狩
り
の
邪
魔
を
す
る
な
と
い
う
事
な
の
か
、

熊
に
気
を
つ
け
ろ
と
い
う
事
な
の
か
、
何
が
大

丈
夫
な
の
か
悩
ん
で
い
る
う
ち
に
針
生
山
に
着

い
た
。
山
頂
は
小
さ
な
台
地
で
三
角
点
が
２
つ

並
ん
で
い
る
。
時
刻
は
10
時
30
分
で
気
温
は
上

が
り
松
の
木
陰
が
嬉
し
い
。
休
憩
後
、
こ
こ
か

ら
踏
み
跡
の
続
く
先
が
気
に
な
っ
て
歩
き
出
し

た
が
９
１
０
ｍ
の
ピ
ー
ク
で
眼
鏡
を
落
と
し
た

事
に
気
付
い
た
。
慌
て
て
眼
鏡
を
捜
し
な
が
ら

引
き
返
す
。
下
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
た
ら
県

境
尾
根
か
ら
外
れ
て
針
生
沢
の
源
頭
部
の
鞍
部

に
向
か
い
下
っ
て
い
た
。
元
々
下
山
コ
ー
ス
で

考
え
て
い
た
の
で
、
眼
鏡
は
諦
め
て
先
に
進
む
。

８
１
４
ｍ
標
高
点
は
ま
だ
残
雪
が
あ
っ
て
こ
こ

に
も
熊
狩
り
の
人
が
３
人
い
て
白
布
沢
を
見
て

い
た
。
う
ち
１
人
は
若
い
女
性
で
あ
る
。
年
配

の
人
と
少
し
話
を
し
て
針
生
平
に
続
く
尾
根
を

下
っ
た
。
途
中
で
横
に
な
っ
て
休
ん
で
い
る
２

人
の
方
に
も
会
っ
た
。
２
日
前
に
茨
城
か
ら
来

て
地
元
の
人
に
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
今
日
帰
る
そ
う
で
あ
る
。
熊
は

獲
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
は
誰
に
も
会

わ
ず
13
時
過
ぎ
に
針
生
平
に
着
い
た
。
静
か
な

山
を
期
待
し
て
来
た
が
、
思
わ
ぬ
こ
と
に
熊
狩

り
に
少
し
で
も
触
れ
る
経
験
が
出
来
て
期
待
以

上
の
山
行
に
な
っ
た
。

癒
し
の
ブ
ナ
の
森
を
登
り

鍋
倉
山
へ

（
越
後
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会
）

�

後
藤 

正
弘

〇
鍋
倉
山
（
１
２
８
８
ｍ
）

〇
期　

日
：
令
和
２
年
３
月
26
日
（
木
）

〇�

メ
ン
バ
ー
： 

Ｃ
Ｌ
後
藤
、
Ｓ
Ｌ
多
田
、
根
津

他
２
名

〇
コ
ー
ス
タ
イ
ム
： 

温
井
８
：
10
～
11
：
00

　

鍋
倉
山
12
：
30
～
14
：
30
温
井

（
登
り
２
時
間
50
分
、
下
り
１
時
間
50
分
） 

鍋
倉
山
は
、
信
越
ト
レ
イ
ル(

関
田
山
脈
の
斑

尾
山
か
ら
天
水
山
を
結
ぶ
約
80
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
）
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
山
で
、「
森
太
郎
」（
幹

回
り
５
・
35
ｍ
・
樹
齢
４
０
０
年
以
上
）
と
呼
ば

れ
る
ブ
ナ
の
巨
木
が
有
名
で
あ
る
。
鍋
倉
山
の
長

野
県
側
は
、「
巨
木
の
谷
」「
西
の
谷
」
な
ど
一
帯

が
広
大
な
ブ
ナ
の
森
と
な
っ
て
い
て
、
日
本
有
数

の
豪
雪
地
帯
で
積
雪
は
５
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
た

春の日差しで輝く祝瓶山

鍋倉山山頂にて
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め
、
近
年
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
山
と
し

て
も
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

当
初
予
定
で
は
28
日
（
土
）
で
あ
っ
た
が
、
荒

天
の
確
率
が
高
く
急
遽
日
程
を
変
更
し
て
再
募
集

し
た
。

飯
山
市
温
井
に
集
合
、
積
雪
は
50
㎝
ほ
ど
で

田
圃
道
を
た
ど
り
「
田
茂
木
池
」
か
ら
山
小
屋
近

く
ま
で
順
調
に
登
る
。
こ
こ
か
ら
、「
巨
木
の
谷
」

を
渡
り
左
岸
尾
根
に
取
り
つ
い
た
。
最
初
は
狭
く

急
な
尾
根
も
次
第
に
広
く
な
り
穏
や
か
な
ブ
ナ
尾

根
と
な
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
越
後
三
山
か
ら
谷
川

連
峰
、
守
門
岳
や
浅
草
岳
そ
し
て
飯
豊
連
峰
も
遠

望
で
き
る
。
ブ
ナ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
白
い
雪
に
映

え
、
心
地
よ
い
風
が
吹
き
抜
け
て
い
く
。
ゆ
っ
く

り
高
度
を
上
げ
て
山
頂
に
到
達
す
る
。
山
頂
か
ら

斑
尾
山
、
飯
綱
山
、
高
妻
山
、
乙
妻
山
、
妙
高
山
、

火
打
山
な
ど
の
大
展
望
に
歓
声
が
上
が
る
。
さ
ら

に
日
本
海
か
ら
米
山
、
弥
彦
山
や
角
田
山
も
し
っ

か
り
と
見
え
る
。
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
お
喋
り

し
て
い
た
ら
、
90
分
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
。

山
頂
か
ら
「
巨
木
の
谷
」
右
岸
尾
根
を
下
山
し

て
い
く
と
、
平
日
だ
と
い
う
の
に
４
パ
ー
テ
ィ
ー

８
人
に
会
う
。
下
山
ル
ー
ト
は
広
々
と
し
た
ブ
ナ

の
森
が
気
持
ち
よ
い
。
数
日
前
の
降
雪
が
気
温
上

昇
で
腐
り
、
重
た
い
雪
と
な
っ
て
い
て
時
折
深
く

埋
ま
る
こ
と
は
あ
る
が
、
雰
囲
気
の
あ
る
森
を
下

る
の
は
実
に
楽
し
い
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
で
閉
塞
感
が
増
す
現
実
を
忘

れ
、
自
然
の
森
に
癒
さ
れ
た
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
。

参
加
さ
れ
た
仲
間
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
会
員
に
な
っ
て
�

松
尾 

知
弘

２
０
１
９
年
秋
、
学
生
の
頃
の
先
輩
よ
り
誘
い

を
受
け
て
入
会
と
な
り
ま
し
た
。

現
時
点
、
山
ら
し
い
山
に
は
出
か
け
て
お
ら

ず
、
も
っ
ぱ
ら
上
越
の
低
山
に
て
地
元
の
古
道
保

存
会
の
皆
様
と
、
未
来
へ
残
す
べ
き
春
日
山
、
金

谷
山
周
辺
の
古
道
整
備
に
２
年
く
ら
い
前
か
ら
参

加
し
て
お
り
ま
す
。

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
あ
り
。「
金
谷
北

地
区
農
村
元
気
会
」

現
在
の
公
道
と
は
違
っ
た
昔
の
物
流
、
伝
令
に

使
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
春
日
山
周
辺
の
古
道
は
、
春

日
山
城
址
の
保
存
以
上
に
人
の
手
が
入
っ
て
い
な

い
道
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
古
道
の
全

貌
が
見
え
て
い
な
い
状
態
で
す
が
、
地
域
活
性
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
、
山
へ
は
小
学
生
３
年
生
に
地
元
糸
魚

川
市
小
見
の
城
山
、
５
年
生
に
は
糸
魚
川
の
鉾
ヶ

岳
山
開
き
登
山
が
起
源
で
あ
り
、
山
は
「
探
検
」

で
き
る
と
こ
ろ
と
自
然
に
入
り
込
め
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
山
と
の
関
わ
り
は
続
く
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�

朝
比
奈 

信
男

　

昨
年
、
機
会
が
あ
り
藤
島
蔵
書
を
訪
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
驚
か
さ
れ
た
の
が
そ
の
蔵
書
の
数
の
多
さ
。

資
料
の
整
理
を
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ん
の
傍

ら
で
、
閲
覧
さ
せ
て
頂
い
た
多
数
の
地
図
、
文
献

そ
し
て
小
片
の
メ
モ
に
さ
え
、
そ
の
内
容
に
心
躍

り
ま
し
た
。
藤
島
玄
氏
の
尽
力
と
、
氏
と
親
交
の

あ
っ
た
方
々
の
足
跡
が
こ
の
蔵
書
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
30
年
程
前
、
自
宅
か
ら
見
る
山
々

の
山
名
も
覚
束
な
い
よ
う
な
状
態
で
一
人
、
山
歩

き
を
始
め
た
頃
、
傍
ら
に
は
『
越
後
の
山
旅
』
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
ガ
イ
ド
誌
に
は
な
い
奥
深

い
内
容
は
、
読
み
物
と
し
て
も
、
資
料
と
し
て
も

い
ま
だ
色
褪
せ
ま
せ
ん
。
そ
う
、
山
菜
採
り
の
情

報
源
と
し
て
も
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

も
っ
ぱ
ら
頸
城
の
山
の
一
人
歩
き
が
続
い
た
登

山
も
、
や
が
て
山
仲
間
が
で
き
、
県
外
の
山
も
登

る
よ
う
に
。
山
を
通
じ
て
人
と
の
関
わ
り
も
広
が

り
、
古
道
や
登
山
道
整
備
な
ど
に
も
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
還
暦
と
な
る
身
。
以

前
の
よ
う
な
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
山
行
は
難
し
い
で

す
が
、
好
き
な
山
歩
（
さ
ん
ぽ
）
し
な
が
ら
自
分

の
山
旅
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

松
井 

拓
也

皆
様
初
め
ま
し
て
。
こ
の
度
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
松
井
拓
也
と
申
し
ま
す
。
す
で
に
会

員
で
あ
る
父
と
の
登
山
が
き
っ
か
け
で
、
幼
い
頃

か
ら
新
潟
の
山
を
登
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
実

家
の
新
潟
を
離
れ
、
神
奈
川
で
薬
剤
師
を
し
な
が

ら
、
休
日
に
丹
沢
を
中
心
と
し
た
登
山
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
山
登
り
を
し
な
が
ら
四
季
を
感

じ
る
こ
と
が
登
山
で
の
楽
し
み
で
す
。
都
心
で
の

生
活
で
は
な
か
な
か
季
節
を
感
じ
る
機
会
が
な
い

分
、
登
山
を
し
て
い
る
時
は
ゆ
っ
く
り
景
色
を
眺

め
、
季
節
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

登
山
愛
好
家
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
登
頂
数
も
、

山
の
知
識
も
皆
様
に
は
及
ば
ず
未
熟
で
す
。
皆
様

と
登
山
に
対
す
る
気
持
ち
を
１
日
で
も
早
く
分
か

ち
合
え
る
よ
う
、
今
年
は
去
年
よ
り
１
つ
で
も
多

く
登
頂
し
、
父
か
ら
の
教
示
や
本
か
ら
新
し
い
山

の
知
識
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
皆
様
の
数
々
の
登
山

の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

巨木の谷右岸尾根を下る
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日
本
山
岳
会
越
後
支
部

令
和
２
年
４
～
８
月
の
行
事
可
否

に
つ
い
て

�

越
後
支
部
長
　
桐
生 

恒
治

　

執
行
部
関
係
者
で
打
ち
合
わ
せ
た
結
果
、
左
記

の
と
お
り
と
致
し
ま
し
た
。

・
４
月
23
日
（
木
）

　

平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
「
八
石
山
」
＝
中
止

・
５
月
14
日
（
木
）：
平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

「
大
仏
山
・
須
刈
岳
」
＝
中
止

・
５
月
23
日
（
土
）：
支
部
総
会
「
西
会
津
」

　

＝
中
止

・�

５
月
24
日
（
日
）：
親
睦
山
行
「
大
山
衹
神
社
」　

＝
中
止

・
６
月
14
日
（
日
）：
公
募
登
山
「
妙
高
神
奈
山
」　

　

＝
中
止

・�

６
月
中
旬
：
支
部
報
第
28
号
発
行
＝
発
行
は
予

定
通
り

・�

６
月
27
（
土
）・
28
（
日
）
日
：
靴
音･

寄
り
合

い
の
集
い
「
長
岡
・
風
谷
山
」
＝
中
止

・�

７
月
25
日
（
土
）：
第
63
回
高
頭
祭
「
弥
彦
山

大
平
園
地
」
＝
中
止

　

�

同
時
開
催
の
「
第
67
回
弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山

祭
」
＝
中
止

・�

８
月
９
（
日
）・
10
（
月
）
日
：
第
４
回
糸
魚

川
ジ
オ
パ
ー
ク
子
ど
も
登
山
教
室
＝
１
年
延
期

・�

８
月
22
（
土
）・
23
（
日
）
日
：
上
高
地
集
会

「
美
ヶ
原
・
西
穂
高
」
＝
中
止

【�

注
記
】
９
月
以
降
の
行
事
開
催
に
つ
い
て
は
、

６
月
末
頃
ま
で
に
支
部
三
役
・
委
員
長
会
議
で

協
議
し
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

※�

本
情
報
は
、
越
後
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳

細
掲
載
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
の
お
知
ら
せ

（
事
業
委
員
会
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
会
）

演　

題
：�

山
の
天
気
ラ
イ
ブ
授
業
と
海
外
登
山
の

話
を
聞
く

講　

師
：�

猪
熊
隆
之
氏

　
　
　

（
日
本
山
岳
会
会
員
、
村
上
市
出
身
）

　
　
　
　

坂
井
広
志
氏

　
　
　

（
日
本
山
岳
会
副
会
長
、
新
潟
市
出
身
）

期　

日
：
10
月
３
（
土
）・
４
（
日
）
日

場　

所
：�

五
頭
山
麓　

出
湯
自
然
養
生
園

　
　
　
　

す
か
ら
べ
庵
（
宿
泊
）

参
加
費
：
４
０
０
０
円　

当
日
会
場
に
て
徴
収

定　

員
：
参
加
定
員
先
着
30
人

申
込
先
：
小
山
副
支
部
長
（
事
業
委
員
長
）

※
本
越
後
支
部
報
第
28
号
送
付
時
に
資
料
同
封

山
岳
写
真
愛
好
家
の
皆
様
へ

（
フ
ォ
ト
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会
よ
り
）

　
　
　
フ
ォ
ト
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会
　

会
長
　
本
間 

一
人

　

具
体
的
な
日
程
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
環

境
が
整
え
ば
山
岳
写
真
展
を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

日
頃
登
山
を
楽
し
み
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
写
真

を
撮
影
し
て
い
る
皆
様
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
写
真
展
の
主
旨

・�

新
潟
県
の
素
晴
ら
し
い
山
岳
美
を
、
一
般
の
登

山
愛
好
家
の
皆
様
に
も
見
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

組
織
の
存
在
を
認
識
し
て
も
ら
う
。

・�

登
山
者
の
組
織
化
に
よ
り
、
山
岳
事
故
の
撲
滅

を
図
る
。

・�

植
物
の
保
護
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
自

然
保
護
思
想
を
普
及
さ
せ
る
。

〇
会
場
に
つ
い
て

・�

会
場
は
、
上
、
中
、
下
越
の
各
施
設
、
県
庁
、

県
民
会
館
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
会
場
を
確

保
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
御
協
力
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〇
出
展
要
領

・�

写
真
サ
イ
ズ
は
、
全
紙
版
ま
た
は
半
切
版
を
パ

ネ
ル
表
装
。

・�

応
募
者
は
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
写
真
タ
イ
ト
ル
を
記
入
し
、
次
の
宛

先
に
送
る
。
な
お
写
真
タ
イ
ト
ル
は
、
決
ま
っ

て
か
ら
後
日
連
絡
し
て
も
良
い
。

・
宛
先
・
連
絡
先

　

〒
９
５
０-

０
１
２
０　

　

新
潟
市
江
南
区
横
越
上
町
２-

11-

６

　
　

本
間 

一
人

　

自
宅
電
話
：
０
２
５-

３
８
５-

２
２
２
５

　

携
帯
電
話
：
０
９
０-

３
６
４
１-

１
７
９
２

集
会
委
員
会
よ
り
連
絡

�

集
会
委
員
長
　
立
入 

　
清

　

春
季
と
秋
季
の
２
回
、
会
員
の
親
睦
を
図
る
た

め
計
画
し
て
い
ま
す
「
靴
音
・
よ
り
あ
い
の
集
い
」

の
春
季
集
会
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
た
め
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

環
境
が
整
い

ま
し
た
ら
秋
季

に
計
画
し
ま
す
。

決
ま
り
ま
し
た

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ッ
プ
し

ま
す
の
で
、
近

間
に
な
っ
た
ら

ご
確
認
く
だ
さ

い
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●�

会
員
動
向
（
２
０
２
０
年
２
月
～
５
月
）

①
新
入
会
員

　

後
藤 

邦
子
（
１
６
５
８
８
）
新
潟
市

　

和
田 

甲
臣
（
１
６
６
２
４
）
長
岡
市

　

和
田 

星
子
（
１
６
６
２
５
）
長
岡
市

　

小
根
山 

淑
美
（
１
６
６
２
７
）
新
潟
市

②
退
会
者

　

佐
藤 

俊
彦
（
４
２
８
３
）
新
潟
市

　

高
嶺
グ
ル
ー
プ
（
４
２
８
３
）
新
潟
市

　

大
島 

隆
（
１
５
３
７
７
）
上
越
市

　

湯
本 

浩
司
（
１
５
２
４
７
）
上
越
市

③
支
部
会
員
総
数

　

令
和
２
年
５
月
25
日
現
在
１
７
７
名

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

自
粛
を
優
先
し
、
三
密
を
避
け
、
体
力
維
持
の

山
行
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

先
が
見
え
な
い
不
確
か
な
状
況
で
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
報
道

が
徐
々
に
増
え
、
と
う
と
う
緊
急
事
態
宣
言
発
動

の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

越
後
支
部
で
は
、
本
年
４
月
～
８
月
の
行
事
計

画
の
殆
ど
が
中
止
ま
た
は
延
期
の
処
置
が
と
ら
れ

ま
し
た
が
、
本
支
部
報
第
28
号
は
予
定
通
り
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
環
境
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
部
報
作
成

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
鈴
木 

勝
利
）


